
中
国
本
草
学
は
中
国
医
薬
学
の
一
つ
の
重
要
な
組
成
部
を
な
す

だ
け
で
は
な
く
、
世
界
医
薬
学
に
お
い
て
も
重
要
な
地
位
を
持
つ
。

本
草
学
の
著
作
に
は
現
存
す
る
最
も
早
い
漢
時
代
の
『
神
農
本
草

経
」
か
ら
影
響
が
強
い
明
時
代
の
『
本
草
綱
目
』
ま
で
多
く
の
人
々

に
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
草
学
の
重
要
著
作
の
一
つ
と
し

て
の
『
図
経
本
草
」
及
び
作
者
の
蘇
頌
を
知
る
人
は
余
り
多
く
な

い
。
現
在
も
教
材
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
『
中
国
医
学
史
」
は
膨

大
な
記
述
が
あ
る
本
だ
が
、
そ
の
中
に
は
蘇
頌
と
『
図
経
本
草
」

に
つ
い
て
の
話
は
僅
か
数
行
し
か
な
か
っ
た
。
一
九
九
一
年
ご
ろ

か
ら
学
者
達
に
よ
っ
て
「
証
類
本
草
」
と
『
宋
史
・
蘇
頌
伝
』
等

の
著
作
よ
り
少
し
ず
つ
蘇
頌
と
「
図
経
本
草
」
が
判
明
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
機
会
を
利
用
し
、
日
本
の
医
史
学
会
の
方
々
に
蘇

頌
と
『
図
経
本
草
』
を
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

師
蘇
頌
と
「
図
経
本
草
」

E

少
麗

蘇
頌
（
公
元
一
○
一
九
’
二
○
一
）
は
、
字
を
子
容
と
言
い
、

泉
州
（
現
福
建
省
泉
州
市
）
に
生
ま
れ
、
後
に
丹
陽
（
現
江
蘇
省
）
に

移
住
し
た
。
未
時
代
の
四
朝
の
多
種
類
の
官
職
に
任
せ
ら
れ
、
職

位
は
丞
相
に
至
っ
た
。
医
薬
学
だ
け
で
は
な
く
、
文
学
、
哲
学
、

天
文
学
、
地
理
学
な
ど
に
も
こ
と
ご
と
く
通
暁
し
、
正
直
で
正
し

く
節
操
が
あ
り
、
当
時
の
人
々
に
か
な
り
敬
愛
さ
れ
た
人
物
で
あ

っ
た
。
彼
は
本
草
著
作
を
校
正
し
た
と
き
に
、
当
時
の
本
草
図
経

は
実
際
の
臨
床
に
は
す
で
に
合
わ
な
く
な
っ
た
こ
と
に
気
が
つ
い

た
。
と
言
う
の
は
薬
品
は
国
内
で
も
絶
え
ず
開
発
さ
れ
、
国
外
か

ら
も
輸
入
さ
れ
る
に
つ
れ
て
《
薬
の
種
類
が
ま
す
ま
す
雑
多
と
な

り
、
真
偏
も
鑑
別
し
に
く
い
し
、
名
前
と
実
物
が
合
わ
な
く
な
っ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
蘇
頌
は
同
時
の
未
政
府
に
建
言
を

出
し
た
。
嘉
祐
三
年
（
公
元
一
○
五
八
年
）
に
宋
政
府
は
全
国
各
地

に
次
の
よ
う
な
命
令
を
出
し
た
。
そ
れ
は
①
当
地
の
生
産
す
る
薬

物
の
図
形
、
実
物
の
標
本
を
集
め
て
、
そ
れ
に
花
が
咲
く
時
間
、

実
が
な
る
時
間
及
び
採
る
季
節
、
効
能
な
ど
に
つ
い
て
文
字
で
注

明
す
る
こ
と
。
②
輸
入
品
で
あ
れ
ば
原
産
地
を
は
っ
き
り
調
べ
、

見
本
を
選
択
し
、
首
都
へ
送
る
よ
う
に
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
全
国
規
模
の
薬
物
の
大
調
査
は
、
世
界
薬
学
史
上
の
一
つ
の
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め
ざ
ま
し
い
事
業
で
あ
っ
た
。
蘇
頌
は
集
め
ら
れ
た
資
料
の
中
か

ら
精
華
を
取
っ
て
、
糟
粕
を
捨
て
て
、
嘉
祐
六
年
（
一
○
六
一
年
）

に
『
図
経
本
草
」
と
言
う
本
を
整
理
、
編
集
し
て
、
翌
年
に
刊
行

し
た
。『

図
経
本
草
』
は
「
本
草
図
経
」
と
も
言
い
、
図
譜
中
心
の
本
草

著
作
で
あ
る
。
全
二
○
巻
で
、
目
録
が
一
巻
、
七
八
○
種
類
の
薬

を
記
載
し
、
九
三
三
図
の
薬
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
本
の
構
成

は
上
に
図
が
あ
り
下
に
文
章
を
配
置
し
、
一
つ
の
薬
に
一
図
ま
た

は
数
図
を
配
し
た
。
こ
の
本
は
主
に
薬
物
の
原
産
地
、
形
態
、
鑑

別
と
製
法
等
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は

宋
時
代
の
大
量
の
民
間
に
お
け
る
薬
に
つ
い
て
の
鑑
別
や
応
用
の

経
験
を
集
中
し
て
、
多
く
の
単
方
、
験
方
を
書
き
入
れ
ら
れ
て
い

た
。
同
時
に
国
外
の
薬
物
に
関
す
る
知
識
を
も
取
り
入
れ
て
い
た
。

こ
の
本
は
未
時
代
の
本
草
学
の
発
展
の
状
況
と
同
時
の
全
国
に
お

け
る
薬
を
応
用
す
る
実
情
を
す
べ
て
反
映
し
た
本
と
い
え
る
。
そ

の
外
に
又
、
約
二
○
○
種
類
の
経
典
文
献
を
引
用
し
て
い
る
。
故

に
、
こ
の
本
は
宋
時
代
薬
学
史
と
中
国
医
学
文
献
の
研
究
に
は
、

非
常
に
参
考
価
値
が
あ
る
本
で
あ
る
と
言
え
る
。
原
本
は
宋
時
代

に
小
字
本
が
あ
っ
た
が
後
に
散
逸
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
は

『
証
類
本
草
』
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
図
経
本
草
」
の
刊
行
に
は
後
世
の
本
草
図
譜
の
作
製
に
強
く
影

響
を
与
え
、
中
国
本
草
学
発
展
史
上
に
画
期
的
時
代
の
意
義
が
あ

る
と
考
え
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
近
代
の
有
名
な
生
化
学
家
、
東
洋
学

者
の
李
約
碁
Ｑ
ｏ
の
①
ｇ
ｚ
の
①
号
四
目
）
は
、
こ
の
本
を
「
木
刻
標
本

の
説
明
図
が
附
い
て
い
る
薬
学
史
上
の
傑
作
で
あ
る
」
と
述
べ
、

ま
た
「
本
草
綱
目
」
の
作
者
で
あ
る
李
時
珍
も
「
考
証
詳
明
だ
し
、

発
揮
も
上
手
だ
」
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。
医
薬
学
史
上
に
大
き

な
貢
献
を
残
し
た
科
学
者
で
あ
る
蘇
頌
を
記
念
す
る
た
め
に
、
一

九
九
三
年
に
中
国
の
長
春
中
医
学
院
の
中
に
蘇
頌
国
際
中
医
門
診

部
が
建
て
ら
れ
た
。
蘇
頌
の
科
学
思
想
と
方
法
論
は
ま
だ
強
く
現

在
の
中
国
の
医
界
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
を
つ
け
加
え
て
お
き
た

い
。
末
筆
な
が
ら
本
稿
の
作
製
に
際
し
て
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た

酒
井
シ
ヅ
教
授
先
生
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

（
順
天
堂
大
学
医
医
学
部
史
学
研
究
室
・

中
国
長
春
中
医
学
院
医
史
教
研
室
）
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